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世
界
中
の
企
業
が
、
い
ま

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
注
目
し
て
い

る
。
天
然
ガ
ス
や
石
油
な
ど

豊
か
な
資
源
を
有
し
な
が

ら
、
′ア
ジ
ア
の
最
貧
国
に
甘

ん
じ
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ

が
、
民
主
化
の
動
き
を
受
け

て
欧
米
、
中
国
、
韓
国
な
ど

多
国
籍
企
業
の
進
出
や
出
資
　
か
、
６
千
万
人
以
上
の
人

が
活
発
化
し
て
い
る
。
ミ
ャ
　
ロ
、
勤
勉
な
国
民
性
（
さ
ら

ン
マ
ー
が
注
目
さ
れ
る
理
由
　
に
２
大
消
費
市
場
の
中
国
と

は
、
豊
富
な
天
然
資
源
の
ほ
　
イ
ン
ド
を
結
ぶ
戦
略
的
要
衝

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
大
半
は
熱

帯
性
気
候
に
属
し
、
水
資
源

は
豊
か
で
あ
る
。
季
節
は
暑

季

（
２
月
中
旬
～
５
月
中

旬
）
、
雨
季

（
５
月
中
旬
～

１０
月
中
旬
）
、
乾
季

（
１０
月

中
旬
～
２
月
申
旬
）
に
分
か

れ
降
雨
量
の
差
が
大
き
い
。

ま
た
南
の
方
は
雨
量
が
多
く

（
平
均
年
間
降
水
量
２
千

リミ
）
、
ヤ
ン
ゴ
ン
周
辺
が
穀

倉
地
帯
で
あ
る

一
方
、
北
部

で
は
水
が
不
足
し
農
業
用
水

の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
水

資
源
の
用
途
は
全
体
の
８９
の

が
農
業
用
水
で
、
生
活
用
水

が
１０
の
、
工
業
用
水
が
１
の

と
言
わ
れ
て
い
る
。
水
源
は

表
流
水

（貯
水
池
）
が
９
割

で
、
残
り
が
地
下
水
に
頼
っ

て
い
る
。

全
国
ベ
ー
ス
の
水
道
普
及

率
は
３７
晰
で
ヽ
無
収
水
率

（
収
入
に
な
ら
な
い
水
）
は

６０
の
を
超
え
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
高
い
漏
水
率

（約
５。

の
）
と
盗
水
で
あ
る
。
供
給

さ
れ
て
い
る
水
道
水
も
殺
菌

さ
れ
て
い
な
い
水
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

都
市
部
の
水
道
水
質
も
悪

く
、
例
え
ば
ヤ
ン
ゴ
ン
市
の

場
合
で
水
源
の
９
割
が
表
流

水

（貯
水
池
）
を
利
用
し
て

い
る
が
、
そ
の
３
分
の
２
は

浄
水
処
理
を
行
わ
ず
直
接
給

水
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
３

分
の
１
は
緩
速
ろ
過
法
に
て

浄
化
し
て
い
る
が
、
薬
品
消

毒
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
は
水
道
水
は
直

接
飲
ま
な
い
の
が
常
識
で
あ

る
。水

道
配
管
の
漏
水
率
は
ヤ

ン
ゴ
ン
市
内
で
５。
晰
以
上
、

新
都
市
ネ
ピ
ド
ー
付
近
で
も

漏
水
率
４０
∽
に
達
し
て
い

る
。
施
設
は
英
領
時
代
の
１

２
０
年
前
の
も
の
が
、
そ
の

ま
ま
使
用
さ
れ
て
お
り
老
朽

化
が
激
し
く
、
施
設
の
更
新

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
住
民
は
断
水
や

低
い
給
水
圧
、
時
間
給
水
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
１
日
３

時
間
未
満
の
給
水
は
約
４
割

に
達
し
て
い
る
Ю

都
市
部
に
お
い
て
水
道
メ

ー
タ
ー
の
設
置
は
約
７
割
と

比
較
的
高
い
も
の
の
、
水
道

口
‐
「
じ‐
闇
閑
圏
旧
旧
闇
円
国

　
な
０
畔
神
脚
り
印
”
機
燎
（

全
国
ベ
ー
ス
の
下
水
道
普
　
ン
フ
ラ
が
完
備
さ
れ
て
い
る

い
。
各
家
庭
で
は
基
本
的
に

は
セ
プ
テ
ッ
ク
タ
ン
ク

（腐

敗
槽
）
を
使
用
し
、
地
下
浸

透
ま
た
は
小
川
に
流
し
て
い

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
河

川
の
水
質
汚
染
が
年
々
激
し

く
な

っ
て
き
て
い
る
。

製
造
を
目
的
と
す
る
企
業

な
ら
ば
、
工
業
団
地
に
入
る

こ
と
に
な
る
。
全
土
に
大
き

工
業
団
地
は
少
な
い
。
例
え

ば
電
力
の
供
給
で
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
全
体
で
の
供
給
能
力

は
、
総
需
要
の
約
５０
％
で
ぁ

り
、
発
電
所
の
建
設
が
急
務

で
あ
る
。
さ
ら
に
水
力
発
電

割
合
が
総
発
電
量
の
７４
の
を

占
め
、
乾
季
に
は
都
市
部
で

も
１
日
数
回
の
停
電
が
あ

り
、
工
業
団
地
で
は
、
終
日

停
電
の
例
も
あ
る
。
電
気
が

来
な
け
れ
ば
氷
も
供
給
で
き

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
日

系
企
業
が
工
業
団
地
に
入
る

場
合
に
は
、
停
電
が
少
な

く
、
大
き
な
貯
水
池
を
持
っ

て
い
る
か
な
ど
自
ら
の
現
地

調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
。

① ザガイン管区

② タニンダーリ管区

③ バゴー管区

④ マグウエ管区

⑤ マンダレー管区

―⑦ ヤンゴン管区

③ シャン州
⑨ エイヤワデイー管区

に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
水
資
源
は
豊
富
だ
が
、

国
民
の
命
を
守
る
水
道
供
給

は
全
国
的
に
未
整
備
で
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
最
大
都
市
の
ヤ
ン

ゴ
ン
市

（約
５
１
０
万
人
）

で
も
水
道
の
カ
バ
ー
率
は
６。

晰
に
過
ぎ
な
い
。

料
金
は
メ
ー
タ
ー
の
設
置
さ

れ
た
家
庭
で
約
１
立
方
層
当

た
り
８
円
で
加
算
さ
れ
、
メ

ー
タ
ー
の
設
置
さ
れ
て
い
な

い
家
庭
で
は
月
額
同
約
１
７

０
円
と
低
く
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
水
道
経
営
に
必
要
な
額

の
料
金
徴
収
が
行
わ
れ
て
い

な
い
。
地
方
に
お
い
て
は
水

に
対
価
を
支
払
う
習
慣
が
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
水
道
事

業
者
を
悩
ま
せ
て
い
る
０

及
率
は
１０
晰
未
満
で
あ
り
、

都
市
部
の
下
水
道
整
備
率
が

２。
晰
と
言
わ
れ
て
い
る
。
都

市
部
の
下
水
道
に
つ
い
て
ヤ

ン
ゴ
ン
市
内
の
場
合
、
英
領

時
代
の
配
管
が
使
わ
れ
て
い

る
が
漏
水
が
激
し
く
川
に
到

達
す
る
前
に
汚
水
が
地
下
浸

透
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多


